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デュルケーム／デュルケーム学派研究会 

Japanese Association for Durkheimian Studies 

      第17号〔2021年7月8日発行〕 

Website: http://fjosh524.in.coocan.jp/durkheimian/index.htm 

Mail: durkheimians@gmail.com   Twitter: https://twitter.com/durkheimians 

世話人（50音順）：池田祥英＋白鳥義彦＋古市太郎＋山田陽子 

 

デュルケーム／デュルケーム学派研究会の趣旨 

 

 世紀転換期のグローバルなレベルにおける社会的、文化的な変化の中にあって、最近、国

際的にも国内的にも、デュルケームやデュルケーム学派の業績の再評価の機運が高まって

きている。わが国においても、若い世代を中心としてデュルケーム／デュルケーム学派に関

心を抱く研究者が増えつつある。 

 このような状況を考慮に入れつつ、前世紀転換期の古典であるデュルケーム社会学、およ

び、その発展型としてのデュルケーム学派について調査・研究することによって、現世紀転

換期の社会・文化・人間の構造や動態を分析・説明・解釈するための基礎的・原理的なパー

スペクティヴを明らかにしたい。このために、相互啓発的な研究会を定期的に開催する。 

 

１. 研究例会概要 

第 40回研究例会（2021 年 3月 21日、Zoom開催） 

 

第１部 自由報告 

 

報告 山田陽子（追手門学院大学） 

新型コロナ禍における女性の自殺－『自殺論』再考 

コメンテーター：江頭大蔵（広島大学） 

司会：小川伸彦（奈良女子大学） 

 

第２部 合評会 

 

『社会学の基本 デュルケームの論点』を読む 

 

＊パート１：講評 

 評者：油井清光（神戸大学名誉教授） 

 評者：流王貴義（東京女子大学） 

 

＊パート２：全体討議 

司会：小川伸彦（奈良女子大学） 
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【第 40 回研究例会報告要旨】 

 

第１部 自由報告 

 

報告 山田陽子（追手門学院大学） 

 

新型コロナ禍における女性の自殺－『自殺論』再考 

 

 2020 年、日本国内の自殺者数が 11 年ぶりに増加に転じた。特に女性の増加が顕著であ

る。ただし、警察庁の自殺統計（令和 2年の月別自殺者数）によれば、年間を通して自殺者

数は定石通り男性の方が多く、女性のそれは男性の 2 分の 1 程度におさまっている。月別

自殺死亡率（人口 10 万人当たりの自殺者数）も 14～20の間を推移しており、自殺者 3万人

時代（1998～2012 年）の到来を告げる年となった 1998年の 26.0や、その間の最高値である

2003年の 27.0からすると低い（警察庁 2020, 厚生労働省 2020）。だが、男女の合計で見る

と 7 月から、女性に限れば 6 月から増加している対前年同月の増減率の推移が 11 月に入っ

て大きく報じられ、人々に衝撃をもって受け止められている。女性の自殺の前年比増減率は

6 月 2.8％、7 月 17.6％、8月 44.2％、9月 29.3％、10 月に至っては 82.8％の増となっている

（厚生労働省自殺対策推進室 2020）。比較対象とされている 2019 年の自殺率が、統計を取

り始めた 1978 年以降で最小の 16.0 を記録していたため、2020 年にそれらが大幅に増加し

ても、現状はなお自殺者 3 万人時代より低い水準にとどまっている。とはいえ、2020 年の

夏から秋にかけて、前年の同時期と比して急激に女性の自殺が増えたことは確かである。 

 エミール・デュルケームは、主著の一つ『自殺論』の中で、自殺が増える時、社会もまた

危機であるとした。個人が危機的であることは、その個人が生きる社会が危機的であること

を示している（Durkheim 1897）。2020 年、COVID-19 の感染拡大により世界は混乱に陥っ

た。日本では緊急事態宣言の出された 4、5月の自殺者数は例年よりも低く抑えられていた

が、解除後の夏から秋にかけて急増し、それは女性により顕著な傾向として表れている。こ

れをどのように捉えるべきか。 

 国内では、非正規雇用の女性の解雇や雇止め、シングルマザーの生活苦などが大きく報じ

られているが、これは世界的にも同様の現象が確認されている。国際労働機関は 17億人の

子どもが休校になったあおりを受け、多くの女性がキャリアを断念したと報告している。

2020 年の第 2 四半期の 55 カ国のデータによれば、女性の非労働力化は男性の 1.7 倍に達

し、とりわけ 6歳未満の子どものいる女性の労働力率の低下が顕著である（ILO 2020）。し

かしながら、2020 年秋の時点での日本国内の自殺統計を原因・動機別にみると、女性の自

殺者の総数は 826 件、そのうち原因・動機が少なとも 1つが特定されたのは 572件であり、

上から「健康問題」490件、次が「家族問題」142件、「経済・生活問題」44 件、「勤務問

題」36 件である（10 月暫定値）。巷間では自殺の増加と非正規労働の女性の解雇や雇止め、
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生活苦との関連が示唆されることも多いが、「経済・生活問題」による自殺は「勤務問題」

と合わせても、上位 2 つと比して多いわけではない。 

自殺の原因・動機の内訳を見ると、「健康問題」に分類されるのは、病気の悩み、身体の

悩み、病気の悩みの影響、統合失調症、うつ病、アルコール依存、薬物乱用、身体障碍の悩

み等である。また、「家庭問題」の内訳は、親子不和、夫婦不和、家族の死亡、将来に対す

る悲観、しつけ・叱責、子育ての悩み、被虐待、介護・看護疲れである。そして、「経済・

生活問題」に該当するのは、生活苦、倒産、事業不振、失業、就職失敗、負債、自殺による

保険金支給等である。警察庁の自殺統計は、捜査の過程で、遺書、自殺サイトへの書き込み

やメール等の SNS の内容、生前の言動等を総合して「原因・動機」を確定し、それを取り

まとめて発表している。原因・動機は 3つまで計上可能であるため、その組み合わせのパタ

ーンは無数にある。ただし、何が原因かを特定できないものも実は多い。原因・動機が 1つ

も特定できなかったことを意味する「不詳」は 826件中 254 件に上り、これは動機が特定さ

れたケースと並べると「健康問題」の次にあたる。すなわち、失業や貧困や暴力等、傍から

みてわかりやすい要因がなくても、むしろすべてにおいて恵まれているように見える人で

あっても、生きることをやめることもある。自殺の動機は、自殺の数だけあるうえ、統計に

現れるのは警察が解釈した限りでの「動機」である。 

したがって、個々の自殺の動機だけを見ても、あるいは個々の自殺に至るライフヒストリ

ーだけを丹念に追っても、2020 年の自殺率の上昇、特に女性に顕著なそれがなぜ生じてい

るのかは分からない。個人的な動機やそれぞれの事情に思いを巡らせつつ、それらを超えた

社会的な要因について検討する必要がある。 

どのような属性の女性の自殺が増えているのかを確認すると、総数 826 件のうち、「同居

人あり」が 553件、「同居人なし」が 179 件であり、誰かと同居している女性が自殺する件

数がそうでない件数の 3倍となっている。さらに「同居人あり」553件を職業分類で区切る

と、「無職」の「同居人あり」が最も多く、さらにその内訳を確認すれば「主婦」136 件、

「年金・雇用保険等生活者」130 件、「その他の無職者」109 件となっている。いわゆるパ

ート主婦や非正規労働の主婦は上記「無職」の「主婦」に該当する。 

 「同居人あり」の女性が多く亡くなっていること、自殺の動機・原因でも「家庭問題」が

上位であることから、特に家庭という領域で何かが起こっていることが推測される。「密」

の回避による孤立や孤独と裏腹に、家庭内が密になることによる混乱とコンフリクトが生

じている。新型コロナ禍における女性の自殺について検討する際、重要なのは近代以降維持

されていた職住分離の社会構造が、職住未分離もしくは職住の新たな結びつきの状態に入

った点である。そして、それに伴い、20 世紀を通して外部化されてきた家族のケア機能や

次世代の養育機能が家庭へと回帰してきたことが、とりわけ女性に過重負担と混乱を生じ

させている点である。社会学的に見た場合、「新しい生活様式」というのはこの意味で理解

されねばならない。本研究報告では、新型コロナ禍における社会構造の変化について、主に

分業と家族の機能という点から考察することにより、女性の自殺の増加について検討する。
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そして、それを通して、既婚者は未婚者ややもめもよりも自殺から守られる、もしくは「家

族の密度（家族の構成員が多い）」が高い方が自殺への抑止力が高まる、ただしその恩恵を

より受けるのは女性よりも男性である、とみなしたデュルケームの『自殺論』について再考

する。 

 

参考文献：山田陽子, 2021,「家族というゾンビ――E.デュルケーム『自殺論』を再訪する」

『現代思想』49(2), 107-18, 青土社． 

 

※ 第２部 合評会 パート１：講評は、『社会学雑誌』第 38号に掲載されます。 

http://www.lib.kobe-u.ac.jp/kernel/seika/ISSN=02895374.html 

 

2. SNS アカウント作成のお知らせ 

 

2021年より Twitter で情報発信を始めました。アカウントをお持ちの方はぜひともフォロ

ーをお願いいたします。また、告知・周知したい内容や業績がある方はぜひとも情報提供を

お願いいたします。アカウントは@durkheimiansです。 

https://twitter.com/durkheimians 

 

http://www.lib.kobe-u.ac.jp/kernel/seika/ISSN=02895374.html
https://twitter.com/durkheimians
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3. 次回研究会のお知らせ 

 

次回の第 41 回研究例会は、2021 年 10 月 2 日（土）13:00～17:30 に前回と同じく Zoom により

開催の予定です。下記の二つの報告を予定しております。会員の皆様の多数のご参加をお待ちし

ております。 

 

水谷友香会員（京都大学）「デュルケムの道徳教育論―意志の自律性に注目して―」（仮題） 

武内保会員（早稲田大学）「集合的記憶論における mémoire 概念について」（仮題） 

 

4. 新世話人からのご挨拶（50 音順） 

 

早稲田大学の池田祥英です。これまでデュルケームの論争相手のタルドについて研究を

してきました。デュルケームについてはついついタルドと関係のあるところばかり読んで

いたのですが、この会でいろいろなテーマで研究されている方からお話を伺うことができ、

視野を広げることができました。世話人としては、江頭先生から引き継いでニューズレター

を主に担当いたします。至らない点も多々あるかと存じますが、どうかよろしくお願い申し

上げます。 

 

この度、新世話人の一員となりました神戸大学の白鳥義彦です。神戸大学の私の前任者で

ある大野道邦先生が中心となって本会が立ち上げられて 20年、これまでの世話人の方々の

ご尽力により、毎年 2回の研究会が継続して開かれてきたことに心よりお礼申し上げます。

本会は院生を含む若手の方々が常に新たに加わって平均年齢が上がらずにいる（おそらく）

ところが素晴らしいと思います。これからもこのオープンな雰囲気を大切にしながら、皆様

とともに活動を盛り上げていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

今年度より、世話人の一人を務めます文京学院大学の古市太郎です。2010 年の京都学園

大学での研究会が初参加となります。「初対面にもかかわらず、気さくに接してくれる方が

多いな」というのが印象です。研究会の皆様、研究会を維持されてきた世話人の方々に、こ

の場を借りまして御礼申し上げます。今後は、いっそう参加しやすい場となるよう、会場準

備（コロナ収束後は飲み会含む）などに尽力していきます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 

今年度より世話人を務めます追手門学院大学の山田陽子です。私が当会に初めて参加し

たのはポスドク時代、道徳的個人主義に関する報告のコメンテーターを担当した時です。そ

れから早十数年が経ちました。この間、メンバーの先生方との交流を通して社会学の奥深さ

や面白さについて多くの刺激をいただき、感謝するばかりです。微力ながら本会の運営に尽

力し、社会学の発展に貢献できれば幸いです。先生方のお力添えを賜りますよう、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 
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5. 会員業績 
 

芦田徹郎, 2016,「よみがえる芝居小屋――その社会学的研究序説」『甲南女子大学研究紀

要 人間科学編』52: 79-91． 

――――, 2017,「書評 宗教情報リサーチセンター編（井上順孝責任編集）『〈オウム真

理教〉を検証する――そのウチとソトの境界線』」『宗教と社会』23, 145-48． 

――――, 2018,「デュルケム「道徳的個人主義」・再考――その現代化のために」『甲南

女子大学研究紀要・人間科学編』54: 191-202． 

――――，2020,「「個人的人格」と「社会的連帯」とのあいだ――デュルケム『社会分業

論』・再考」『甲南女子大学研究紀要Ⅰ』56: 177-84． 

――――, 2021a,「社会的分業と連帯」デュルケーム／デュルケーム学派研究会, 中島道

男・岡崎宏樹・小川伸彦・山田陽子編『社会学の基本 デュルケームの論点』学文社, 

32-6． 

――――, 2021b, 「『星の王子さま』を読む（1）――「子ども」であることと「おとな」

になること」『甲南女子大学研究紀要Ⅰ』57: 99-106． 

江頭大蔵，2018，「個人と社会の異質性とディシプリンの変容」『広島法学』41(3): 41-

59． 

――――，2019，「Column 調査の達人 エミール・デュルケーム――二次的資料による

社会学の構築」『社会と調査』22: 121． 

――――，2020，「デュルケーム」川口茂雄・越門勝彦・三宅岳史編『現代フランス哲学

入門』ミネルヴァ書房，93-5． 

――――，2021，「制度」「人間の二元性」「自殺」デュルケーム／デュルケーム学派研

究会, 中島道男・岡崎宏樹・小川伸彦・山田陽子編『社会学の基本 デュルケームの

論点』学文社，6-9, 19-22, 54-7． 

Fujiyoshi, Keiji, 2021a, “Archives for Maintaining Community and Society in the Digital Age,” 

Archives for Maintaining Community and Society in the Digital Age (ed. by Keiji Fujiyoshi), 

Springer, 1-12. 

————, 2021b, “Introductory Essay,” Archives, Accountability, and Democracy in the Digital 

Age (ed. by Keiji Fujiyoshi), Springer, 1-11. 

藤吉圭二, 2021,「モース：贈与」デュルケーム／デュルケーム学派研究会, 中島道男・岡

崎宏樹・小川伸彦・山田陽子編『社会学の基本 デュルケームの論点』学文社，158-

62． 

古市太郎, 2018,「マルセル・モースの理論的現代性――MAUSSが捉える『贈与論』の解釈

から」『日仏社会学会年報』29: 1-14． 

――――, 2020a, 【特集論文】「経済社会学における贈与の意義――交換形態、ネットワ

ーク、制度の狭間」『国際開発研究』29(1): 23-36． 

――――, 2020b,「フランス社会学の固有性について―贈与・ネットワーク・制度という視

点から―」『日仏社会学会年報』31: 19-31． 

――――, 2021,「聖／俗」デュルケーム／デュルケーム学派研究会, 中島道男・岡崎宏

樹・小川伸彦・山田陽子編『社会学の基本 デュルケームの論点』学文社, 112-6． 

平田文子, 2018,「デュルケーム社会的連帯論における道徳的原理――『ユダヤの本質』に

注目して」『教育哲学研究』117: 62-79,174． 

――――，2019a,「デュルケームの『集合意識』概念とユダヤの歴史解釈――歴史批判の
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視点を手掛かりとして」『早稲田大学大学院教育学研究科紀要』別冊26(2): 25-35． 

――――，2019b,「教員養成課程における『教育心理学』の学びと学生の自己形成――学

生アンケートによる検証」『早稲田大学教育学会紀要』20: 135-40． 

――――, 2020a,「公教育形成期の思想(2)」,「道徳教育」, 古賀毅編『やさしく学ぶ教職課

程 教育原理』学文社, 92-5, 60-1． 

――――, 2020b,「デュルケームの『社会的連帯論』に隠されていたメッセージ――アノミ

ーからの離脱を求めて」『第18回埼玉工業大学若手研究フォーラム 2020 講演論文

集』: 3-10． 

――――, 2020c, 「フランスの教育制度――公教育制度成立期の教育課程」『早稲田大学

教育学会紀要（2019年度）』21: 191-8． 

――――, 2021,「第三共和制の世俗学校計画とデュルケーム――世俗性と宗教性の狭間

で」『埼玉工業大学人間社会学部紀要』19: 19-29． 

池田祥英, 2020a,「C. H. ド・サン＝シモン――科学と産業にもとづく社会の再評価」松野

弘監修・仲川秀樹編『社会学史入門――黎明期から現代的展開まで』ミネルヴァ書房, 

2-15． 

――――, 2020b,「A. コント――「社会学」の誕生」松野弘監修・仲川秀樹編『社会学史

入門――黎明期から現代的展開まで』ミネルヴァ書房, 16-29． 

――――, 2020c,「G. タルド――模倣の社会学理論」松野弘監修・仲川秀樹編『社会学史

入門――黎明期から現代的展開まで』ミネルヴァ書房, 46-59． 

――――, 2021a, 「犯罪と正常／病理」デュルケーム／デュルケーム学派研究会, 中島道

男・岡崎宏樹・小川伸彦・山田陽子編『社会学の基本 デュルケームの論点』学文

社，49-53． 

――――, 2021b,「リシャールのデュルケーム批判（1894-1905）――「無意識的社会性」
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ニューズレター編集担当より 

ニューズレター第17号をお届けいたします。昨年度は新型コロナウィルスの感染拡大

でなかなか思うような活動ができませんでしたが、それでも年度末に『社会学の基本 

デュルケームの論点』を学文社より刊行することができ、さらにZoom上で研究例会を開

催することができました。年度が変わった4月からは世話人の体制を新たにして、池田、

白鳥、古市、山田の4名が担当することとなりました。本会活動についてのご提案などが

ありましたら、巻頭記載のアドレスまでご連絡ください。 

末筆ながら、本会の創設にあたり中心的な役割を果たされた故大野道邦先生、これま

で長い間世話人として本会の運営にご尽力いただきました中島道男先生、江頭大蔵先

生、小川伸彦先生に深く御礼申し上げます。（池田） 

 


